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激
甚
化
す
る
豪
雨
災
害
の
対
応

問
８
月
15
日
に
最
接
近
し
た
台
風
７

号
の
被
害
は
風
水
害
対
策
予
算
と
し
て

は
過
去
最
大
規
模
に
な
っ
た
。
老
朽
化

が
懸
念
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
抜
本

的
な
改
良
復
旧
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

答
早
期
の
改
良
復
旧
に
つ
い
て
、
今
、

国
側
と
協
議
を
し
て
い
る
。
こ
れ
以
後

の
災
害
は
、
こ
の
災
害
か
ら
教
訓
を
得

て
、
総
合
的
な
復
旧
・
復
興
を
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
自
治
体
病
院
は
、
地
域
が
求
め
る

医
療
ニ
ー
ズ
と
病
院
経
営
が
両
立
で
き

る
最
適
解
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
が
。

答
少
子
高
齢
化
の
中
、
自
治
体
病
院

が
果
た
す
役
割
を
視
野
に
入
れ
、
最
適

解
を
盛
り
込
ん
だ
保
健
医
療
計
画
づ
く

り
に
し
て
い
き
た
い
。 広

谷
　
直
樹 

議
員

選
挙
区
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鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
す
る
レ
ポ
ー
ト
作
成

に
向
け
て
、
成
果
が
ま
と
ま
る
よ
う
精

力
的
に
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
昨
年
か
ら
全
面
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
る
道
路
整
備
事
業
は
、
県
の
代
行

事
業
で
実
施
予
定
で
あ
る
。
進
捗
は
。

答
基
礎
的
な
調
査
を
進
め
な
が
ら
、

過
疎
代
行
（
※
２
）
の
可
能
性
を
国
と

調
整
し
て
い
る
。
早
く
交
通
開
放
に
な

る
よ
う
県
と
し
て
も
努
力
を
し
て
い
き

た
い
。

問
将
来
に
わ
た
っ
て
酪
農
経
営
が
成

り
立
つ
よ
う
な
制
度
設
計
を
国
に
要
望

し
、
経
営
危
機
と
も
い
え
る
現
状
に
対

し
て
の
経
営
支
援
が
必
要
で
あ
る
が
。

答
酪
農
家
の
経
営
が
不
安
定
な
の

で
、
一
定
の
所
得
補
償
的
な
制
度
の
導

入
を
一
貫
し
て
国
に
求
め
て
い
る
。
今

後
も
持
続
可
能
な
経
営
に
な
る
よ
う
対

策
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
各
地
で
牛
肉
の
輸
出
促
進
の
取
組

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
将
来
、
施
設

の
更
新
を
検
討
す
る
際
、
欧
米
へ
の
輸

出
基
準
を
満
た
し
た
認
定
施
設
を
本
県

と
島
根
県
の
共
同
で
整
備
す
る
こ
と
も

選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
が
。

答
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
関
係
者
で

輸
出
対
応
を
含
め
て
検
討
を
し
て
い

る
。
共
同
で
の
整
備
も
選
択
肢
の
一
つ

で
あ
る
が
、
島
根
県
は
す
で
に
大
規
模

改
修
し
て
お
り
、
難
し
い
の
で
は
。

問
県
立
高
校
は
地
域
の
中
で
担
う
役

割
も
大
き
く
、
再
編
・
統
廃
合
で
な
く

地
域
外
か
ら
生
徒
を
呼
び
込
む
こ
と
を

含
め
、
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
に
、

い
か
に
学
校
の
魅
力
化
を
図
っ
て
い
く

か
を
優
先
し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
。

答
（
教
育
長
）
統
廃
合
あ
り
き
で
な

く
、地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
学
校
、

生
徒
が
一
定
規
模
の
学
校
の
中
で
切
磋

琢
磨
し
、
様
々
な
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い

高
ま
っ
て
い
く
高
校
生
の
姿
が
あ
る
新

た
な
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
。

問
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
年
々
増
加

し
て
い
る
。
市
町
村
、
教
育
委
員
会
、

知
事
部
局
が
連
携
を
図
り
、
誰
一
人
教

育
の
機
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
が
。

答
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
応
援
を
し
な

が
ら
、
子
ど
も
達
の
居
場
所
と
し
て
学

校
に
代
わ
る
場
所
と
い
う
の
も
位
置
付

け
て
い
く
。
授
業
料
支
援
の
在
り
方
も

関
係
者
と
も
よ
く
協
議
す
る
。

答
（
教
育
長
）
教
育
委
員
会
サ
イ

ド
だ
け
で
な
し
得
る
こ
と
で
は
な
い
。

様
々
な
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

取
り
組
む
。

問
外
国
人
労
働
者
「
特
定
技
能
２
号

（
※
１
）」
の
対
象
拡
充
は
、
本
県
産
業

の
人
材
不
足
を
補
う
光
明
で
あ
る
。
受

入
体
制
の
現
状
と
見
通
し
は
。

答
我
々
も
、
従
来
よ
り
踏
み
込
ん
だ

外
国
人
と
の
共
生
社
会
づ
く
り
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。
経
済
界
も
日
本

語
研
修
に
関
わ
る
動
き
も
あ
る
。

問
定
期
便
の
再
開
に
あ
た
り
、
受
入

体
制
の
再
構
築
や
二
次
交
通
対
策
の
現

状
と
取
組
は
。

答
宿
泊
ス
ペ
ー
ス
を
外
国
人
対
応
に

し
た
り
、
翻
訳
ソ
フ
ト
で
の
観
光
紹
介

体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
米
子
鬼
太
郎
空

港
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
や
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
冊
子
作
成
な
ど
、

「
お
も
て
な
し
体
制
」
を
整
え
て
い
く
。

問
昨
年
の
再
認
定
審
査
は
「
２
年
間

の
条
件
付
き
」
だ
。
来
年
の
完
全
再
認

定
取
得
に
向
け
て
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
10
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

の
調
査
団
が
来
訪
す
る
。
年
明
け
に
、

町
道
陸
上
中
央
線
の
整
備

食
肉
セ
ン
タ
ー
の
整
備

酪
農
業
の
存
続
へ
の
対
応

小
規
模
県
立
高
校
の
存
続

誰
も
取
り
残
さ
な
い
不
登
校
対
策

外
国
人
労
働
者
の
受
入
環
境

米
子
ソ
ウ
ル
便
の
定
期
就
航

山
陰
海
岸
ジ
オ
の
再
認
定
審
査

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制

（※１）特定技能２号…長年の実務経験等により身につけた熟達した技能を要する業務に従事する外国人向けの在留資格 
（※２）過疎代行…基幹的な市町村道や下水道事業の整備について、過疎地域自立促進計画に基づき、県が市町村に代わって行うことができる制度
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国
と
地
方
の
協
議
の
場

問
地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て
は
、
何

度
か
知
事
と
議
論
し
て
き
た
が
、
国
と

地
方
の
協
議
の
場
に
つ
い
て
は
、
地
方

側
の
要
望
に
基
づ
き
開
催
さ
れ
る
よ

う
、
制
度
面
で
の
整
備
に
つ
い
て
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
正
式
な
制
度
面
で
の
分
科
会
の
活

用
の
要
求
、
そ
れ
と
様
々
な
国
、
地
方

の
意
見
交
換
の
場
の
設
定
を
両
面
で
国

に
求
め
て
い
き
た
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
５
類
に
移

行
さ
れ
た
が
、
将
来
に
備
え
、
ど
こ
か

の
時
点
で
総
括
し
、
記
録
を
整
理
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
将
来
に
生
か
さ
れ
る
も
の
で
も
あ

り
、
総
括
を
し
、
次
の
感
染
症
パ
ン
デ

伊
藤
　
保 
議
員

選
挙
区
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会
派
民
主

題
に
な
り
得
る
。
海
岸
保
全
対
策
を
関

係
機
関
と
議
論
し
て
い
く
。

問
５
年
に
一
度
は
水
張
り
で
き
な
い

水
田
は
畑
地
と
見
な
さ
れ
、
転
作
奨
励

金
の
対
象
外
と
な
り
、
耕
作
放
棄
地
が

増
え
る
こ
と
が
心
配
。
水
田
活
用
の
水

張
り
問
題
に
対
す
る
見
解
・
対
策
は
。

答
県
内
の
地
域
農
業
再
生
協
議
会
か

ら
懸
念
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
現

場
に
影
響
が
大
き
く
、
非
常
に
重
大
な

問
題
で
あ
る
と
国
に
幾
度
か
要
望
し
て

い
る
が
、
一
度
決
め
た
ル
ー
ル
の
撤
回

は
で
き
な
い
と
要
望
の
度
に
国
か
ら
回

答
さ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
国
に
再
度

要
望
し
て
い
く
。

問
わ
か
と
り
国
体
で
は
天
皇
杯
、
皇

后
杯
を
獲
得
し
た
が
、
そ
の
裏
で
は
成

年
選
手
の
確
保
等
大
変
な
努
力
が
あ
っ

た
。
し
か
し
今
や
現
実
に
厳
し
い
も
の

が
あ
る
中
、
小
・
中
学
生
に
と
っ
て
も

大
き
な
励
み
や
目
標
に
な
る
少
年
の
選

手
強
化
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

答
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
地
元
で
開
催
す
る
意

義
は
、
点
数
を
稼
ぐ
だ
け
が
目
的
で
は

な
い
。
真
に
県
民
が
誇
れ
る
よ
う
な
、

後
々
に
レ
ガ
シ
ー
が
残
る
よ
う
な
人
材

育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
議
論
し
な
が

ら
前
回
と
は
違
っ
た
国
体
の
在
り
方
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。

問
高
校
の
本
来
の
目
的
は
生
徒
の
将

来
の
進
路
希
望
を
叶
え
て
あ
げ
る
こ

と
。
機
械
的
に
卒
業
さ
せ
る
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
安
易
な
学
級
数

削
減
や
学
校
の
統
廃
合
で
は
な
く
、
少

人
数
学
級
に
よ
り
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

向
き
合
い
、
生
徒
の
将
来
に
視
点
を
置

い
た
学
級
定
数
を
検
討
す
べ
き
。

答
（
教
育
長
）
生
徒
が
多
様
化
し
て

い
る
、
あ
る
い
は
、
特
別
な
支
援
を
要

す
る
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
中
、
非
常

に
有
益
な
手
段
・
方
法
で
あ
る
一
方
、

財
政
面
の
課
題
も
あ
る
。
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
課
題
が
あ
り
、
慎
重
に
誠
実

に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
今
の
世
の
中
、
全
て
が
働
き
方
改

革
。
政
治
家
に
働
き
方
改
革
は
な
く
、

働
き
方
改
革
を
し
て
い
る
と
落
選
す
る

と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
知
事
も
年
齢

的
に
心
配
。
少
し
自
ら
の
働
き
方
改
革

を
さ
れ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
。

答
職
員
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う

努
め
て
き
た
が
、
今
後
も
よ
く
考
え
て

い
き
た
い
。
私
も
62
歳
に
な
っ
た
。
睡

眠
が
取
れ
る
よ
う
で
取
れ
な
い
よ
う
な

と
こ
ろ
も
あ
る
。
皆
さ
ん
も
、
あ
ま
り

こ
の
行
事
に
出
ろ
と
い
わ
な
い
よ
う
に

お
願
い
を
申
し
上
げ
た
い
。

ミ
ッ
ク
に
備
え
る
材
料
、土
台
と
す
る
。

国
全
体
の
総
括
と
並
行
し
て
、
県
独
自

の
や
り
方
で
総
括
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
危
機
対

応
モ
ー
ド
か
ら
平
常
モ
ー
ド
へ
切
り
替

え
ら
れ
た
時
の
骨
太
方
針
で
、
歳
出
特

別
枠
が
大
き
く
削
減
さ
れ
た
苦
い
経
験

が
あ
る
中
、
令
和
３
年
度
の
骨
太
方
針

で
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
地
方
財
政
の
在
り

方
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答
６
月
の
骨
太
方
針
で
は
分
か
ら
な

い
の
で
、
一
般
財
源
確
保
を
訴
え
ね
ば

な
ら
な
い
。年
末
の
予
算
編
成
に
向
け
、

県
と
し
て
度
重
ね
て
働
き
か
け
る
。

問
温
暖
化
等
に
よ
る
海
水
面
上
昇
を

心
配
。
米
国
に
上
陸
し
た
強
力
な
ハ
リ

ケ
ー
ン
で
は
２
時
間
で
海
水
面
が
３
ｍ

上
昇
し
た
。
将
来
の
気
温
上
昇
を
想
定

し
、
海
岸
の
浸
食
対
策
や
内
水
氾
濫
対

策
、
高
潮
に
よ
る
避
難
対
策
や
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
追
加
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
海
水
面
が
20
㎝
ほ
ど
上
昇
し
て
い

る
と
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
※
）の
報
告
が
あ
る
。

砂
浜
海
岸
が
６
割
の
本
県
は
深
刻
な
問

二
巡
目
国
体
に
向
け
た
選
手
強
化

知
事
の
働
き
方
改
革

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

高
校
の
少
人
数
学
級
化

海
水
面
上
昇
対
策

地
方
財
政
の
将
来

※IPCC（気候変動に関する政府間パネル）…世界気象機関（WMO）及び国連環境計画（UNEP）により1988年に設立された政府間組織
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